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猿 島 郡 境 町 山 崎  3 4 8

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 8 4 7

㈲ 赤 荻 建 設
茨 城 県 猿 島 郡 境 町 蛇 池  3 9 9

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 5 0 0

㈱ 新 井 建 設 工 業
猿 島 郡 境 町 内 門  6 8 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 5 0 3

加 藤 建 設 工 業 ㈱
猿 島 郡 境 町 稲 尾  7 2 6

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 6 9 0

㈲ 栗 田 建 設

猿 島 郡 境 町 内 門  2 8 8

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 2 3 7 3

㈲ 栗 原 緑 化 土 木
猿 島 郡 境 町 長 井 戸  1 7 1 9 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 3 0 0 9

小 林 工 業 ㈱
猿 島 郡 境 町 松 岡 町  7 6 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 6 6 6 6

㈱ 篠 原 工 務 店
猿 島 郡 境 町 伏 木  1 3 7 3 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 3 1 2 2

㈱ 新 栄 開 発

猿 島 郡 境 町 塚 崎  2 9 5 0 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 8 7 0

㈲ 染 谷 組
猿 島 郡 境 町 伏 木  2 3 5 － 5

T E L 　 0 2 8 0 － 8 6 － 5 2 5 9

㈱ 染 谷 建 設 工 業
猿 島 郡 境 町  1 0 1 4

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 7 1 2 1

中 和 建 設 ㈱
猿 島 郡 境 町  1 4 3 7 － 7

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 2 4 5

㈱ 東 研

猿 島 郡 境 町 栗 山  1 9 2

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 6 0 0

㈱ 生 井 土 建
猿 島 郡 境 町 塚 崎  6 7 6

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 1 9 8

㈱ 福 島 工 務 店
猿 島 郡 境 町 住 吉 町  3 2 0

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 4 7 1

山 下 工 業 ㈱
猿 島 郡 境 町 伏 木  3 7 0 3 － 3

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 4 9 2 1

㈲ 友 進 建 設

大 好 き ！ 境 町 　 郷 土 の 発 展 に 貢 献 す る 　 　 　 さ か い ふ る さ と 祭 り 協 力 会

ま ち づ く り へ の “ 挑 戦 ” 重 点 施 策 を 実 行
～ 財 政 再 建 や 人 口 増 加 政 策 、 ひ と の 創 生 ～

て 住 宅

1 2棟 、 合 わ せ て

1 7棟

と 、 そ こ に バ ー ベ キ ュ ー など が 出 来 る コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 を １ つ 作 り た い と 考 え てい る 。　
コ ロ ナ 禍 が 明 け れ ば 、

「 ア ー バ ン ス ポ ー ツ パ ーク が あ る 境 町 に 引 っ 越 した い 」  「 サ ー フ ィ ン 場 が 、ホ ッ ケ ー 場 が あ る ま ち に 来た い 」 と い う 声 も あ る 。 スポ ー ツ を 核 と し た 政 策 も 、人 口 減 少 対 策 と し て 機 能 して い る 。　
空 き 家 バ ン ク も 活 用 す る

よ う に し て 、 空 き 家 の 売買 、 賃 貸 が 上 手 く 作 用 す ると 、 さ ら に 良 い 循 環 が 生 まれ る と 思 う 。　
◆ ス ポ ー ツ の ま ち と し て

の 一 歩　
ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 に

も 、 引 き 続 き 力 を 入 れ る 。新 年 度 は 、 Ｂ Ｍ Ｘ フ リ ー スタ イ ル の 屋 根 付 き 専 用 施 設整 備 も 予 定 し て い る 。　
既 存 の 施 設 に つ い て も 、

東 京 五 輪 の ス ケ ー ト ボ ー ド金 メ ダ リ ス ト で あ る 四 十 住さ く ら 選 手 か ら 「 セ ッ シ ョン の フ レ ー ム が ア ル ミ フ

境 町 が 、 最 新 の 技 術が 集 う 町 に な る の では な い か と 期 待 し てい る 。　
◆ 町 民 を 守 る た め

の 施 策　
国 が 進 め る 防 災 ス

テ ー シ ョ ン 建 設 に つい て は 、 地 権 者 説 明会 な ど 全 て の 説 明 が完 了 し た 。 今 後 、 本格 的 に 用 地 測 量 ・ 調査 を 進 め て い く 予 定 と な って い る 。 ７ 月 頃 に は 、 建 設予 定 地 の 土 地 及 び 物 件 調 査の 確 認 な ど を 進 め 、 用 地 手続 き が 進 め ら れ る と 伺 っ てい る 。　
町 で は 、 さ く ら の 丘 公 園

を 防 災 公 園 と し て 整 備 する 。 利 根 川 氾 濫 な ど の 水 害時 に 、 一 時 避 難 所 と な る 高台 広 場 が 無 い た め 、 公 園 に隣 接 す る 用 地 を 取 得 し 、 高台 化 す る 予 定 。　
ま た 、 広 域 避 難 所 と し て

覚 書 を 締 結 し て い た 県 立 坂東 総 合 高 等 学 校 が 、 県 立 清風 高 校 と 統 廃 合 し 、 廃 校 にな る こ と を 受 け 、 跡 地 を 引き 続 き 広 域 避 難 所 と し て 利用 す る 方 策 を 協 議 し て い ると こ ろ 。　
◆ 住 み た い ま ち を 目 指 し

続 け る

　
学 校 の 適 正 規 模 ・ 適 正 配

置 の 検 討 に つ い て は 、  「 境町 学 校 の 在 り 方 検 討 委 員会 」 が 検 討 を 進 め て い る 。こ の ほ か 教 育 関 係 で は 、 新年 度 中 に 給 食 セ ン タ ー の 建替 事 業 へ 取 り か か り 、 ２ カ年 で 進 め た い と 考 え て いる 。　
ま た 、 こ れ ま で 町 に 無

か っ た 小 児 科 専 用 の ク リニ ッ ク の 誘 致 を 進 め て きた 。 新 年 度 中 に も 着 工 し 、完 成 す る 予 定 。 こ れ に より 、 迅 速 な 受 診 、 地 域 の 専門 の 医 師 へ の 相 談 が 可 能 とな り 、  「 子 育 て す る な ら 境町 」 と 呼 ば れ る ま ち に な れれ ば 。　
さ ら に 図 書 館 、 グ ラ ン ピ

ン グ 施 設 、 水 産 加 工 場 の 整備 な ど も 検 討 し て い る 。 常に 新 し い こ と を 続 け て い く町 で あ り た い 。

の 都 市 計 画 決 定 を 受 け 、 協力 企 業 の ㈱ 大 洋 が 事 業 化 に向 け た 開 発 手 続 き を 進 め てい る 。 今 後 は 、 進 出 企 業 の決 定 と 造 成 工 事 の 着 手 を 予定 し て い る 。 工 業 団 地 は 全て 埋 ま っ て し ま う の で 、 新た な 工 業 団 地 の 造 成 に 入 って い く 。　
ま た 、 マ ル チ テ ナ ン ト 型

物 流 施 設 で あ る Ｄ Ｐ Ｌ 境 古河 が ９ 月 か ら 着 工 に な り 、
2 4年 度 ９ 月 に 完 成 す る 予

定 。 こ れ ら に よ り 、 雇 用 が増 え る と と も に 、 固 定 資 産税 も 増 収 と な る 。　
◆ 人 口 減 少 に 歯 止 め を

　
子 育 て 世 帯 の 居 住 環 境 を

確 保 す る た め に 、 Ｐ Ｆ Ｉ 方式 を 活 用 し た 定 住 促 進 住 宅の 整 備 を 引 き 続 き 実 行 し てい く 。

2 2年 度 は 、 戸 建 て の

ガ レ ー ジ ハ ウ ス ５ 棟 、 戸 建

レ ー ム な の で 、 転 ん で も 痛く な い 」  、 世 界 ラ ン キ ン グ第 ７ 位 の 中 村 貴 咲 選 手 か ら「 他 の パ ー ク に は な い デ ザイ ン で 、 練 習 し た い 内 容 に合 わ せ て 様 々 な 練 習 が で きる 」 と 試 走 し て の 感 想 を 頂い て い る 。 有 名 選 手 か ら のお 墨 付 き を も ら う こ と で 、一 般 の 方 に も 知 っ て い た だけ る の で は 。　
◆ 最 先 端 の 技 術 を 招 く ま

ち へ　
町 の 取 り 組 み で 、 特 に 注

目 さ れ て い る の が 自 動 運 転バ ス 。 済 波 及 効 果 は ７ 億 円と さ れ て い る 。 日 本 自 動 車会 議 所 の 第 １ 回 「 ク ル マ ・社 会 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 大賞 」 の 大 賞 に も 選 出 さ れた 。　
こ の よ う に 最 先 端 の 技 術

を 取 り 入 れ る こ と で 、 地 域住 民 の 助 け と な る の は も ちろ ん 、 先 進 企 業 か ら 「 境 町な ら 、 技 術 の 試 験 や 導 入 がや り や す い の で は 」 と 思 って も ら え る よ う に な る 。 さら に 、 関 連 企 業 が 境 町 に 本社 を 移 す こ と に も 繋 が る ので は な い か と 思 う 。 い ず れ

　
◆ 積 み 重 ね を 活 か す ３ 期

目　
ご 支 援 く だ さ っ た 皆 様 の

お か げ で 、 こ う し て ３ 期 目を 務 め さ せ て い た だ く こ とが で き る 。 今 後 も ４ 年 間 、町 の 財 政 再 建 、 人 口 増 加 政策 、 ひ と の 創 生 の ３ 本 の 柱を も と に 、 し っ か り と 前 に進 ん で い き た い 。　
３ 期 目 と い っ て も 、 今 ま

で 歩 ん で き た ２ 期 ８ 年 間 から の 継 続 と な る 。 改 め て 意気 込 む と い う よ り は 、 施 策を こ れ ま で 通 り 着 実 に 続 けて い く だ け の こ と 。 今 ま で蓄 積 し て き た も の を 、 日 々こ な し て い け れ ば と 思 う 。　
◆ ま ず は 財 政 を 堅 固 に

　
建 物 の 建 設 等 に 国 か ら の

補 助 金 な ど を 利 用 し 、 完成 後 の 運 営 管 理 は 民 間 に 委託 、 家 賃 を 回 収 す る こ と で町 の 負 担 を ゼ ロ に す る 境 町モ デ ル に よ り 、 財 政 の 再 建は 進 ん で い る 。　
猿 山 ・ 蛇 池 地 区 で は 、 町

　
２ 月 に 行 わ れ た 境 町 長 選 で 、 見 事 ３ 期 目 当 選 を

果 た し た 橋 本 正 裕 町 長 。 こ れ ま で ８ 年 間 、 持 ち 前の ス ピ ー ド と 実 行 力 で 手 腕 を 発 揮 し 、 多 く の 施 策を 成 し 遂 げ て き た 。 財 政 再 建 な ど 、 確 か な 実 績 を積 み 重 ね て き た 橋 本 町 長 は 、 今 後 も 勢 い を 落 と すこ と な く 「 選 ば れ る ま ち 境 町 」  「 子 育 て す る な ら境 町 」 を 目 指 し 、 新 た な 挑 戦 を 続 け て い く 。 町 のた め 、 人 の た め の 『 最 先 端 』 を 常 に 取 り 入 れ 続 ける 橋 本 町 長 の 、 ま ち づ く り へ の 挑 戦 に つ い て 話 を聞 い た 。 自 動 運 転バ
　 　

ス 最 先 端 技 術 が 注 目

Ｂ Ｍ Ｘ

な
　

　
ど
ス ポ ー ツ 拠 点 に 力

新 工 業 団 地 の 造 成 着 手

橋 本 正 裕 （ は し も と ・ ま さ ひ ろ ） 　 1 9 7 5 年 1 2 月 2 0 日 生 ま れ の

4 6 歳 。 芝 浦 工 業 大 学 卒 業 後 、  9 9 年 に 境 町 役 場 入 庁 、  2 0 0 3 年

に 退 職 後 、 2 7 歳 で 町 議 会 議 員 に 初 当 選 。 1 1 年 か ら 2 年 間 、 町 議

会 議 長 を 務 め る 。 1 4 年 に 町 長 就 任 、 1 8 年 に 2 期 目 の 当 選 。 今 回 、

3 期 目 の 当 選 を 果 た し た 。 趣 味 は ラ ー メ ン 食 べ 歩 き 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆


